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要旨 

地域の精神保健福祉サービスではリカバリー志向のサービス提供が求められており,そ

のためには,サービス提供者側のリカバリー志向の意識形成・改善が必要であるとされる.

本研究ではリカバリー志向の実践を行う地域の精神保健福祉サービスの事業所の職員を対

象に,地域の精神保健福祉サービスにおける共同創造のあり方と,共同創造を行うことでサ

ービス提供者のリカバリー志向の意識形成・改善にどのような影響があるかを明らかにす

ることを目的とする.職員には半構造化面接により調査し分析方法には質的記述的分析を

用いた.研究の結果,地域の精神保健福祉サービスにおける共同創造では, 【利用者中心の

アプローチ】【利用者と協働する】【サービス提供者と利用者がお互いに知り合う】【ピ

アや当事者家族の視点や体験】【職員の育成と合意形成】の 5つのカテゴリーが生成され

た.5つカテゴリーのうち【利用者中心のアプローチ】【利用者と協働する】【サービス提

供者と利用者がお互いに知り合う】が中心的な要素として相互に影響し合い,さらに【ピ

アや当事者家族の視点や体験】がそれらの中心的な要素を後押しする効果があると考えら

れる.また,それら全体の取り組みを支える役割として【職員の育成と合意形成】が影響し

ていることを示した.また,地域の精神保健福祉サービスにおける共同創造は,伝統的に行

われてきたサービス提供の意識から,「対等な関係」の中で利用者の希望や思いなどの

「本音」を知り,「ストレングスや可能性」をみることや引き出す（エンパワーする）中

で,サービス提供者がこれまでの実践を振り返り,学び,利用者が「本当に希望する生活」

を「一緒に考えて」いこうとするリカバリー志向の意識形成・改善に影響があることを示

した.今後地域でリカバリー志向の実践を展開するために共同創造の取り組みとリカバリ

ー志向の意識形成・改善の流れを視覚化し,ミクロな実践からメゾ,マクロへと繋げること

の重要性を指摘した. 

 


